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　私は７月24日から８月４日までの２週
間、南カリフォルニア大学臨床薬学研修
に参加しました。南カリフォルニア大学は

カリフォルニア州ロサンゼルスに位置する私立大学です。研
修には日本、韓国、中国の３か国から計43名の学生が参加
し、服薬指導やSOAPノートの確認、うつや不安障害に関す
る講義を受けました。どの講義においても学生の積極的な
発言が求められ、日本との違いを実感しました。グループディ
スカッションでは、症例に適した治療薬について議論しまし
た。異なる国の学生が意見を出し合うことで、疾患に対する
理解が深まるだけでなく、国による医療の違いについても知
ることができました。
　薬局見学では、Keck Medical Center Plaza Pharmacyや

Norris Cancer Center、El Monte Pharmacyを訪問し、それ
ぞれの薬局の特徴について学びました。薬剤師が医師の合
意の範囲で処方権を持っている点やテクニシャンという調剤
補佐が調剤を行う点、調剤の機械化が進んでいる点など、日
本の薬局とは異なる点が多くみられました。また、薬局で5か
国語に対応していたり、遠方に住む患者への薬の配達を行っ
ていたりとアメリカ特有の工夫がなされていました。

　研修中は他国の学生と積極的にコミュニケー
ションをとることで、韓国や中国の文化や薬学教
育、学生生活についても知ることができました。薬
学研修に参加し、積極的に発言する海外学生の学
ぶ姿勢に刺激を受け、見習うべきであると感じまし
た。アメリカの医療現場を実際に見たり、海外の薬
学生と交流したりすることができ、大変貴重な経験
ができました。

　私は2017年７月24日から８月４日に開
催された南カリフォルニア臨床薬学研修
に参加しました。

　２週間のプログラムは短いものでしたが、とても濃縮され
たものでした。プログラムでは精神科領域の薬の授業を中
心にディスカッションを行い、実際に病院や薬局を訪問しま
した。
　授業はすべて英語であり、聞き取るのに必死でしたが、先
生が分かりやすいようにゆっくり丁寧に説明してくださったお
かげで授業の回数を追うごとにだんだん理解することができ
ました。
　ディスカッションでは他校の薬学生とグループを作り、あ
る精神科領域の症例について問題点と解決案をグループで
考えました。症例について意見を出しあうことで海外の薬学
生とも交流が深まっていきましたが、意見を出すときに気が付

いたのが海外の薬学生に比べて私の知識量が圧倒的に不足
していることでした。私はもっと世界を見渡して勉強しなけ
ればならないという大きな課題を見つけました。
　病院や薬局の訪問では実際にアメリカの薬剤師の仕事を
見ることができました。日本の医療制度とは全く異なるので、
すべてを参考にすることはできませんがアメリカの薬剤師は
日本の薬剤師よりも患者へのケアを重視しており、薬だけで
はなく広く健康相談にも積極的に関与していました。私は今
後の日本の薬剤師がより見習うべき点だと思いました。
　今回のプログラムでたくさんのことを学びました。そして学
んだことを今後の人
生に大いに役立てて
いきたいと思います。
最後になりましたが、
今回のプログラムを
サポートしてくださっ
た先生方、また両親
に心から感謝したい
と思います。
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“Photo Letter”のページでは，広く会員の方々の投稿を募集しています。
「遠久朶」寄稿規定に従ってお気軽にお寄せください。

ヨセミテ国立公園を観光しました
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